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1― はじめに
　昨今、年の差婚についてはメディア等で

様々に取り上げられているところである。そ

こで本稿では、国の大規模データ分析によ

り、日本における未婚者の「年の差婚希望」

ならびにその希望の「叶い方」を俯瞰する。

少々驚きの結果となったので、ご紹介したい。

2― 未婚男女の年齢差ターゲットは?

　2015年に行われた国の調査データでは、

5人に1人以上（23%）の未婚男性が5歳以

上年下女性との結婚を希望している［図表1］。

ただし、同年齢から2歳年下までのほぼ同年

齢婚希望の未婚男性が最も多く、約6割に達

する。年上女性希望が最も少ない（6.7%）。

　次に、男性の年の差婚希望はさておき、

女性も同様のライフデザインをしていなけ

れば叶う可能性は限りなく低くなる。女性側

の希望を見てみたい。図表1では約6割の女

性が同年齢から2歳年上までを希望してい

る。男女とも約6割が同年齢ゾーン希望であ

り、希望割合がマッチングしているといえる。

　ただ、女性の約8割が同年齢から4歳上

までの近い年齢の年上男性を希望してい

る一方で、同年齢から4歳年下までの女性

を希望している男性は約7割にとどまり、

5歳以上年下女性を希望する男性割合が

それにあう希望をもつ女性の割合よりも

高くなっている。つまり、男性が若い女性

を希望することによる女性との希望ミス

マッチがみてとれる。

　データからは男性が4歳年下女性まで

との結婚を希望するならば約8割の女性

の希望と合致しマッチング可能性が非常

に高くなる（女性の場合は6歳上までの

男性希望すればマッチング可能性が非常

に高くなる）と指摘できる。

3― 成婚カップルの年齢差の現実は?

　希望はさておき「実際出会ってみなけれ

ばわからない」という議論は当然ありうる。

年齢差だけで決められるほど現実の結婚

は安易なものではないはずである。そこで、

2015年に成婚したばかりの初婚カップル

の実際の年齢差のデータを見ることにし

てみよう。

　図表2から、以下の結果が判明した。

○男性が年上パターンで、1歳上から4歳

上までの結婚は57%。希望と現実との乖

離が割合的にはほぼ見られない。

○男性が7歳以上年上婚は11%で男性の

希望をやや上回る。

○男女とも1割を切る少数派希望の年上

妻婚が現実では24%に達しており、希望

と現実との間に顕著な乖離が生じた。　

　2015年における年上妻の「姉さん妻婚」

は実に女性の希望の約6倍、男性の希望の

約4倍にものぼり、希望から照らしてみる

とあまりにも意外な「年の差婚」の実態が

現れた。

4― 4組に1組が「姉さん妻」時代
　最後に初婚夫婦の年の差の長期推移を

示してみたい［図表3］。45年間で夫が年上

の伝統的パターンは約8割から約6割へ

と大きく減少。一方、年上妻婚が増加した。

2015年では約4組に1組が姉さん妻婚と

なっている。

　現実は「出会ってみなければわからな

い」は極めて正しい議論であることを示し

ている。ただ、近年では、希望との乖離の

方向性が「年上女性・年下男性がよい」と

いう姉さん妻婚傾向となるようである。1
歳年上の「金のわらじ婚」パターンが最も

多く、全体の約1割を占める。次に多いパ

ターンは妻が4歳以上年上である。ドラマ

「逃げ恥」の百合と涼太カップルではない

が、想像よりも年の差のある姉さん妻婚

が成立している様子がうかがえる。

　データが示す現実は、年上夫という伝統

的結婚の急激な減少と姉さん妻婚の増加

という、一般のやや想像を超えると思われ

るトレンドとなった。
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